
 

 

 

 

 

２学期が始まりました。残暑が厳しい中での給食なので、食欲がない児童もいるかもしれませんが、しっかり

食べて体力をつけてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１日 

江戸川区立第四葛西小学校 

校 長 永浜 幹朗 

栄養士 梅原千恵子 

厚生労働省では、毎年９月を「健康増進普及月間」と定めており、「食生活改善普及運動」と連携した取

り組みを展開しています。高齢化が進む日本では、「人生100年時代」に向けて、生涯にわたる健康づくりが

とても重要です。健全な食生活を実践するために、以下のことに気をつけましょう。 

野菜は、低エネルギーでビタミンや食物繊維を多く含むことから、生活習慣病

の予防に役立ちます。毎食１皿以上の野菜料理をとるようにしましょう。 

加熱してカサを減らす みそ汁やスープに加える 市販のカット

野菜や冷凍野

菜を利用する 

十五夜とは昔の暦で８月１５日の夜のことです（現在の暦では９月～１０月初旬ご

ろ）。「中秋の名月」ともいい、１年で最も月がきれいに見えることから、月を眺めるお

月見の風習があります。ちょうど、農作物の収穫時期にあたるため、季節の野菜や果物

などをお供えし、収穫に感謝する意味もあります。給食でも白玉粉とかぼちゃで黄色の

団子を作り、汁にうかべた月見汁を作ります。 

 

今年の十五夜は 9 月 29日（金）です。 

非常時に備えて最低３日分、できれば１週間分の水や食品を備えておくことが推奨されています。非常食

にプラスし、普段の食品を少し多めに買い置きしておき、使った分を買い足す「ローリングストック」で、

無理なく備えるのがおすすめです。 


